





一、 『台記』は藤原頼長の日記である。 『槐記』 『宇槐記』 『宇
治左府記』 『宇左記』 『治相記』などとも呼ばれる。
一、家蔵本を底本とする。書誌を略記する。外題は、表紙中
央に打付書にて「台記〔別記〕年次通し番号」 。表紙は香色地に青色・茶色の波形を四本引く。袋綴 楮 。寸法二九・七
×
二一・三糎。一面八行。各冊墨付第一丁表右
肩に「日野吉田／家蔵書」の朱長印。目録一冊、本記十二冊、別記九冊の全二十二冊。内訳は本記一（康治元 ） 、二（康治二年） 、三（康治三年） 、四（天養二年） 、五（久





































一、 『台記』は藤原頼長の日記である。 『槐記』 『宇槐記』 『宇
治左府記』 『宇左記』 『治相記』などとも呼ばれる。
一、家蔵本を底本とする。書誌を略記する。外題は、表紙中
央に打付書にて「台記〔別記〕年次通し番号」 。表紙は香色地に青色・茶色の波形を四本引く。袋綴 楮 。寸法二九・七
×
二一・三糎。一面八行。各冊墨付第一丁表右
肩に「日野吉田／家蔵書」の朱長印。目録一冊、本記十二冊、別記九冊の全二十二冊。内訳は本記一（康治元 ） 、二（康治二年） 、三（康治三年） 、四（天養二年） 、五（久




































院） 、 『平家物語大事典』 （東京堂出版） 、 『国史大事典』 （吉川弘文館） 、 『平安時代史 角川書店） 、 『平安人名辞典』 （和泉書院）等に立項されている人物についての注は原則として簡略にする。また、新日本古典文学大系『保元物語平治物語承久記』付載「人物一覧」に詳しい説明がある場合はその由を注記する。上記以外で、久寿二年の注釈〔 「徳島大学言語文化研究」 （第十～十三巻平成十五～十七年）掲載〕で取り上げた人物については、該当注の存在する月日を示し、これに譲る。
一、語釈は、主として『平安時代史事典』 （角川書店） 有職
















寺・極楽寺（４） ・法性寺（５） ・法興寺 ６ 法成寺（７）
ほつしやうじ
ほふじやうじ



















































































































一、 『台記』は藤原頼長の日記である。 『槐記』 『宇槐記』 『宇
治左府記』 『宇左記』 『治相記』などとも呼ばれる。
一、家蔵本を底本とする。書誌を略記する。外題は、表紙中
央に打付書にて「台記〔別記〕年次通し番号」 。表紙は香色地に青色・茶色の波形を四本引く。袋綴 楮 。寸法二九・七
×
二一・三糎。一面八行。各冊墨付第一丁表右
肩に「日野吉田／家蔵書」の朱長印。目録一冊、本記十二冊、別記九冊の全二十二冊。内訳は本記一（康治元 ） 、二（康治二年） 、三（康治三年） 、四（天養二年） 、五（久




































院） 、 『平家物語大事典』 （東京堂出版） 、 『国史大事典』 （吉川弘文館） 、 『平安時代史 角川書店） 、 『平安人名辞典』 （和泉書院）等に立項されている人物についての注は原則として簡略にする。また、新日本古典文学大系『保元物語平治物語承久記』付載「人物一覧」に詳しい説明がある場合はその由を注記する。上記以外で、久寿二年の注釈〔 「徳島大学言語文化研究」 （第十～十三巻平成十五～十七年）掲載〕で取り上げた人物については、該当注の存在する月日を示し、これに譲る。
一、語釈は、主として『平安時代史事典』 （角川書店） 有職
















寺・極楽寺（４） ・法性寺（５） ・法興寺 ６ 法成寺（７）
ほつしやうじ
ほふじやうじ
















































































































































































































































































院） 、 『平家物語大事典』 （東京堂出版） 、 『国史大事典』 （吉川弘文館） 、 『平安時代史 角川書店） 、 『平安人名辞典』 （和泉書院）等に立項されている人物についての注は原則として簡略にする。また、新日本古典文学大系『保元物語平治物語承久記』付載「人物一覧」に詳しい説明がある場合はその由を注記する。上記以外で、久寿二年の注釈〔 「徳島大学言語文化研究」 （第十～十三巻平成十五～十七年）掲載〕で取り上げた人物については、該当注の存在する月日を示し、これに譲る。
一、語釈は、主として『平安時代史事典』 （角川書店） 有職
















寺・極楽寺（４） ・法性寺（５） ・法興寺 ６ 法成寺（７）
ほつしやうじ
ほふじやうじ



























































































































































































































































































12生・雅楽助等（ 『台記』 ）を経て 天養二年（一一四五）正月七日任蔵人（ 『台記』 ） 。彼が蔵人になってからは「禁中」が「古風」に復したという（ 『台記』三月二十三日条） 。









































































































































































































































12生・雅楽助等（ 『台記』 ）を経て 天養二年（一一四五）正月七日任蔵人（ 『台記』 ） 。彼が蔵人になってからは「禁中」が「古風」に復したという（ 『台記』三月二十三日条） 。





























































































































38二四）十二月二十八日給料。以後、検非違使・蔵人 て大治四年（一一二九）正月六日叙爵、長承元年（一一三二）二月二十八日叙従五位上、同三 三 九 兼皇
宮権大進、同四年四月九日叙正五位下（以上『中右記』 ） 、下野守、紀伊権守、隠岐守等を歴任（ 『国司補任』 ） 、天養元年（一一四四）十二月三十日下野守辞職（ 『本朝世紀』 ） 、久安三年（一 四七）六月 十八日勘解由次官復任（ 『本
かげゆ























12生・雅楽助等（ 『台記』 ）を経て 天養二年（一一四五）正月七日任蔵人（ 『台記』 ） 。彼が蔵人になってからは「禁中」が「古風」に復したという（ 『台記』三月二十三日条） 。





























































































































38二四）十二月二十八日給料。以後、検非違使・蔵人 て大治四年（一一二九）正月六日叙爵、長承元年（一一三二）二月二十八日叙従五位上、同三 三 九 兼皇
宮権大進、同四年四月九日叙正五位下（以上『中右記』 ） 、下野守、紀伊権守、隠岐守等を歴任（ 『国司補任』 ） 、天養元年（一一四四）十二月三十日下野守辞職（ 『本朝世紀』 ） 、久安三年（一 四七）六月 十八日勘解由次官復任（ 『本
かげゆ










































































































































































































38二四）十二月二十八日給料。以後、検非違使・蔵人 て大治四年（一一二九）正月六日叙爵、長承元年（一一三二）二月二十八日叙従五位上、同三 三 九 兼皇
宮権大進、同四年四月九日叙正五位下（以上『中右記』 ） 、下野守、紀伊権守、隠岐守等を歴任（ 『国司補任』 ） 、天養元年（一一四四）十二月三十日下野守辞職（ 『本朝世紀』 ） 、久安三年（一 四七）六月 十八日勘解由次官復任（ 『本
かげゆ












































































































































































































の車を賜はる） 上達部之 従ふ（伊通・宗能 ３ ・重通（４）
かんだちめ











之を辞し、頭為通朝臣をし 褰げしめ之 乗 ） 、院（白
かか
（鳥羽）






















































































































































































































































の車を賜はる） 上達部之 従ふ（伊通・宗能 ３ ・重通（４）
かんだちめ











之を辞し、頭為通朝臣をし 褰げしめ之 乗 ） 、院（白
かか
（鳥羽）





























































































































































































































の車を賜はる） 上達部之 従ふ（伊通・宗能 ３ ・重通（４）
かんだちめ











之を辞し、頭為通朝臣をし 褰げしめ之 乗 ） 、院（白
かか
（鳥羽）




















































































































































































































































正月十四日任東大寺別当、仁平二年（一一五二）正月十四日任法印。 「顕密両道之宿徳也」 （ 『本朝世紀』仁平三三月七日条） 、 「東寺長者ノ中ニハ寛助・寛信ナド云人コソキコヘケレ」 （ 『愚管抄』巻第七）と見える。当該件については「別記」 同日条に 今日修法。 後夜・初夜に加持僧
すほふごや
かぢそう












































































































































































































正月十四日任東大寺別当、仁平二年（一一五二）正月十四日任法印。 「顕密両道之宿徳也」 （ 『本朝世紀』仁平三三月七日条） 、 「東寺長者ノ中ニハ寛助・寛信ナド云人コソキコヘケレ」 （ 『愚管抄』巻第七）と見える。当該件については「別記」 同日条に 今日修法。 後夜・初夜に加持僧
すほふごや
かぢそう













































































































































































正月十四日任東大寺別当、仁平二年（一一五二）正月十四日任法印。 「顕密両道之宿徳也」 （ 『本朝世紀』仁平三三月七日条） 、 「東寺長者ノ中ニハ寛助・寛信ナド云人コソキコヘケレ」 （ 『愚管抄』巻第七）と見える。当該件については「別記」 同日条に 今日修法。 後夜・初夜に加持僧
すほふごや
かぢそう






































































































（７） ） 。此の外の大夫、院・宮に侯す に依りて悉く雑役
たいふ














記 （） に見ゆ。 仍りて二曲を遂げ奏せしむ。 講説の終頭に雑人
ざふにん
15

















































































































































































































（７） ） 。此の外の大夫、院・宮に侯す に依りて悉く雑役
たいふ














記 （） に見ゆ。 仍りて二曲を遂げ奏せしむ。 講説の終頭に雑人
ざふにん
15























































































































































































































































橘氏。系譜未詳。 「大夫（五位） 」 「内蔵権助橘定
従五位上



































（７） ） 。此の外の大夫、院・宮に侯す に依りて悉く雑役
たいふ














記 （） に見ゆ。 仍りて二曲を遂げ奏せしむ。 講説の終頭に雑人
ざふにん
15























































































































































































































































橘氏。系譜未詳。 「大夫（五位） 」 「内蔵権助橘定
従五位上






































































































































































































































































































橘氏。系譜未詳。 「大夫（五位） 」 「内蔵権助橘定
従五位上




















































































































































































































































































































































































































































































































































































及び六位外記・史着座 （西落板敷（９） ） 。此の間衆僧推
おちいたじき













































































































































































































































































及び六位外記・史着座 （西落板敷（９） ） 。此の間衆僧推
おちいたじき


























































































































































































































































































及び六位外記・史着座 （西落板敷（９） ） 。此の間衆僧推
おちいたじき









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13七）四月十七日学官院別当（橘氏長者 となる（ 『台記』 ） 。保元二年 （一一五七） 十月二十二日叙従五位上 （ 『兵範記』 ） 。頼長の職事であり、その息兼長の雑色所別当にもなった（ 『台記』久安四 十 月十日条） 。頼長死去後は忠通の職事となる。機転の利く人物であったが（ 『台記』久安二
原　水　民　樹 58
- 37 -














































































































伯父。頼長に近侍する盛憲・憲親・経憲らの父。元永二年（一一一九）七月三十日、蔵人左衛門尉にて検非違使宣旨（ 『中右記』 ） 、大治五年（一一三〇）五月十五日任中宮少進（ 『中右記』 ） 、他に甲斐権守 『御産部類記』天治元年五月二十九日条他） 、皇后宮亮（ 『本朝世紀』仁平元年十一月九日条等）等を歴任、久安二年（一一四六）正











































































































































13七）四月十七日学官院別当（橘氏長者 となる（ 『台記』 ） 。保元二年 （一一五七） 十月二十二日叙従五位上 （ 『兵範記』 ） 。頼長の職事であり、その息兼長の雑色所別当にもなった（ 『台記』久安四 十 月十日条） 。頼長死去後は忠通の職事となる。機転の利く人物であったが（ 『台記』久安二
『台記』注釈　久安六年正月59
- 37 -














































































































伯父。頼長に近侍する盛憲・憲親・経憲らの父。元永二年（一一一九）七月三十日、蔵人左衛門尉にて検非違使宣旨（ 『中右記』 ） 、大治五年（一一三〇）五月十五日任中宮少進（ 『中右記』 ） 、他に甲斐権守 『御産部類記』天治元年五月二十九日条他） 、皇后宮亮（ 『本朝世紀』仁平元年十一月九日条等）等を歴任、久安二年（一一四六）正





























































































































性愛で忠実・頼長に取り入った男（ 『台記』 『富家語』 ）だが、性格は悪く周囲からの嫌われ者だった（ 『台記』康治
- 37 -














































































































伯父。頼長に近侍する盛憲・憲親・経憲らの父。元永二年（一一一九）七月三十日、蔵人左衛門尉にて検非違使宣旨（ 『中右記』 ） 、大治五年（一一三〇）五月十五日任中宮少進（ 『中右記』 ） 、他に甲斐権守 『御産部類記』天治元年五月二十九日条他） 、皇后宮亮（ 『本朝世紀』仁平元年十一月九日条等）等を歴任、久安二年（一一四六）正






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































17正月二十六日任大膳亮（ 『大間成文抄』 ） 、天治 （一一二五）正月二十八日任摂津 （ 『二中歴』第十当任歴） 、久安三年（一一四七）正月二十九日蔵人・勘解由次官
かげゆ













































































































































































































































































17正月二十六日任大膳亮（ 『大間成文抄』 ） 、天治 （一一二五）正月二十八日任摂津 （ 『二中歴』第十当任歴） 、久安三年（一一四七）正月二十九日蔵人・勘解由次官
かげゆ
て任右少弁 （ 『台記』 、 同四年五月十 日任勧学院別当 （ 『台
原　水　民　樹 66
- 45 -




















































































































































































































































17正月二十六日任大膳亮（ 『大間成文抄』 ） 、天治 （一一二五）正月二十八日任摂津 （ 『二中歴』第十当任歴） 、久安三年（一一四七）正月二十九日蔵人・勘解由次官
かげゆ
て任右少弁 （ 『台記』 、 同四年五月十 日任勧学院別当 （ 『台
『台記』注釈　久安六年正月67
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今麻呂及三 着殿上（余及兼 不着之）依蔵 不候六位判官
６

















































































































































































































今麻呂及三 着殿上（余及兼 不着之）依蔵 不候六位判官
６
































１、底本「薄」 。他本に従う。２、底本「供」 。平並びに京の傍記に従う。３、底本「指貫来」 他本に従い「来」を除く。４、底本「侍々所」 。京「
○侍々所」に従う。於
（ミセケチ）














































































































今麻呂及三 着殿上（余及兼 不着之）依蔵 不候六位判官
６
































１、底本「薄」 。他本に従う。２、底本「供」 。平並びに京の傍記に従う。３、底本「指貫来」 他本に従い「来」を除く。４、底本「侍々所」 。京「
○侍々所」に従う。於
（ミセケチ）
































































































































































１、底本「薄」 。他本に従う。２、底本「供」 。平並びに京の傍記に従う。３、底本「指貫来」 他本に従い「来」を除く。４、底本「侍々所」 。京「
○侍々所」に従う。於
（ミセケチ）

































































































































































他本に従う。３、底本「入」 。他本に従う。４、底本「八」 。他本に従う。５ 「過」 。他本に従う。６、底本なし。他本により補う。７、底本「舎 他本に従う。８、底本「雑」 。 ９ なし。他本により補、
10
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により補う。、 「各」とする伝本あり 「龍」 。
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により補う。、 「各」とする伝本あり 「龍」 。
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１、底本なし。他本により補う。２、底本なし。宇により補う。３、底本「候以」 。他本に従い「候」を除く。４、底本なし。宇により補う５、底本「付」 。他本に従う。６、底本「内記臣々」 。他本「内大臣々々」に従う。７、底
- 64 -




































































































































































































１、底本なし。他本により補う。２、底本なし。宇により補う。３、底本「候以」 。他本に従い「候」を除く。４、底本なし。宇により補う５、底本「付」 。他本に従う。６、底本「内記臣々」 。他本「内大臣々々」に従う。７、底
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１、他本の割書形式に従う２、底本「吉」 。他本に従う。３、底本「度」 。傍記並びに他本に従う。４、底本「莒」 。
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１、底本なし。他本により補う。２、底本なし。宇により補う。３、底本「候以」 。他本に従い「候」を除く。４、底本なし。宇により補う５、底本「付」 。他本に従う。６、底本「内記臣々」 。他本「内大臣々々」に従う。７、底
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底本「忌」 傍記並びに他本に従う。、底 「僧」 。 に
忘カ
28
従う。、底本「難」 。他本に従う。、底本「宣」 。他
29
30
本に従う。 は別字。 「故」
者
31
32
傍記並びに他本に従う。、底本「侍」 。他本に従う。、
33
34
底本「持」 。傍記並びに他本に従う。あるいは「然」とする
此カ
伝本に従うべきか。、底本「思給忘示合不令申候也」 宇
35
「思忘
■
候于今不申候也」に従う。、底本「出」 。傍
（墨滅）
書カ
36
記並びに他本に従う。、底本「過」 。他本に従う。
37
廿三日
辛丑未時上覧御馬余候簾外（心喪服）太相府在簾
１
中
（校訂）
１、底本「覚」 。他本に従う。廿四日
壬寅午刻上渡御女御廬今麻呂参入申刻還御即供御
膳太相府及其室候御前余退下於御前殿上人蹴鞠云々此間余出
１
殿上（直衣）公通朝臣下和泉国条事申文結申（仰曰勘例令諸卿定申）了召弁等各称障不参深更退大炊第
（校訂）
１、底本「就」 。傍記並びに他本に従う。
蹴カ
廿五日
癸卯参宇治（烏帽心喪直衣）今麻呂在車後（袍指
貫昇殿〈先参〉後初参）一条 賀准后事飡後詣小松殿侍宿今日雪雨交降寒気難堪廿六日
甲辰晴午時参御前次参一条殿（今麻呂在車後）飡
『台記』注釈　久安六年正月87
